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原 著
普通教科 ｢情報｣における情報倫理教育の位置づけ (第 1報)
一中学 ･高校 ･大学 生 の実態調 査 を通 して 一












































































































































項目 中3 高1 高2 高3 大1 大2 合 計
男 55 131 145 136 27 78 572







































項目 中3 高1 高2 高3 大1 大2 合計
自分専用ハ●有 携 12.98.1 12.214.360.865.423.944774.47 714971961761
家族と ハ●共有 携 75.362.264.859.821.615.753.01063.7 3.3 3.6 0 0.7 3.3
不使用 ハ'家族使用携 3.5 14.66.7 10.32.0 3.3 8.1000 0 00







項目 数年間受講 1年間受講 なし その他
中3 14.1 74.1 8.2 3.5
高1 50.4 41.9 4.9 2.8
高2 42.6 38.5 6.7 12.2
高3 23.7 25.4 38.8 12.1
大1 29.4 33.3 24.5 12.7

























































項目 中3 高1 高2 高3 大1 大2 合計
詳しく知っている インター17.620.318.923.2ll.823520.0ネチケト5.957545971フィル21064LAN07476497
ある程度までは知ってい インター 57.6 58.963.356.768.667.361.6
ネチケット 17.6 ll.8ll.912.518.641.217.2
フィルタ 7.1 2.4 4.4 7.6 2.9 8.5 5.3
LAN .9 .7 8.1 9.8 7.8 261103
少しは知っている インター 20.0 16.312.613.815.78.5 14.0
ネチケット 9.4 7.3 4.1 4.0 10.817.67.8
フィルタ 3.5 2.4 4.4 .3 2.0 3.6
LAN 4.7 3.7 3.0 5.4 6.9 ll.15.3
聞いたことはある インター 4.7 4.1 4.8 4.5 2.9 0.7 3.8
ネチケト 18.8 18.7ll.5 9.810.816.314.0
フィルタ 17.6 15.916.313.414.724.816.8
LAN 14.1 9,3 8.1 12.117.625.513.1




｢インター｣(P〉0.05) ｢ネチケット｣(P〈O.01) ｢フィルタ｣(P〈O.01) ｢LAN｣(P〈O.01)
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表6.情報に関する授業(講義)受講の有無と ｢神ケット｣ ｢フィルタルク●｣ ｢LAN｣という言葉を知っているかのクロス表
(%)
項目 数年 間受 1年間 受 受けた その他 合計
けた けた ことなし (%)
内容まで詳しく知っている ネチケット7.1 6.5 8.0 8.5 7.1
フィルタ 2.2 1.6 5.3 2.6 2.4
LAN 63 33 6 60 50
ある程度までは知ってい ネチケット 19.7 16.7 10.7 19.7 17.2
フィルタ 5.5 4.7 4.7 6.8 5;2
LAN ll0 03 5.3 54 04
少しは知っている ネチケット 6.6 9.2 6.0 8.5 7.8フィルタ 55 20 33 43 36
LAN 5.5 5.1 6.7 3.4 5.3
聞いたことはある ネチケット 12.9 15.2 10.7 17.1 14.0フィルタ 45 9 2/0 214 69
LAN 10.1 14.3 12.7 17.1 13.0
全く知らない ネチケット 53.7 52.5 64.7 46.2 53.9フィルタ 723 7 7 650 71
｢神ケット｣(P〉0.05) ｢フルタ｣(P〈O.05) ｢LAN｣(P〉0.05)
表7. パソコン保有の有無と ｢神ケット｣ ｢フィルタリンクさ｣ ｢LANJという言葉を知っているかのクロス表
(%)
項目 自分専用あり 家族と共有 自分不使用家族は使用 なし 合計
内容まで詳しく知っている ネチケット16.35.2 3.4 1.2 7.1フィルタ 5.0 19 11 06 24
LAN 13.22.6 3.4 1.2 5.0
ある程度まで ネチケット31.013.68.0 12.917.2
は知っている フィルタ ll.64.0 0 2.5 5.3
LAN 25.26.5 3.4 3.7 10,3
少しは知って ネチケットll.25.8 9.2 8.6 7.8
いる フルタ 8.1 2.1 3.4 1.8 3.6′
LAN 9.3 5.1 1.1 1.8 5.3

















































































































No 項目内容 国子 Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ
41230391 web;-を作成する際雑誌掲載の風景画の写真を貼り付ける .101 .113 -0.02322
ことは問題があるか .705692475746









18web;~などに個人のデづを載せることをどう思うか 0.08595 .736 0.05060 -0.06692




48 ｢LAN｣という青葉を知っているか 00423 780 0.08544
46 ｢ネチケット｣という言葉を知っているか .138 0.09891 .686 0.02583
47 ｢フィルタルク◆｣という言葉を知っているか .165 -0.02123 .681 .151
24他人のユーサ>一名とハ'スワードを知ったら無断でロクナインしてみ .112 0.06932 0.07632 .63475 たいか 003588 -107 0.09577
37コンヒ●ユータウイP,スを開発できたら他人のコンヒ●ユづに入れたてみ 0.01205 0.08545 .130 .159
たいか .355298004158
38死語50年以上経過している作者の文学作品は自分の恥b;~ .172 -0.01274 -0.03299
に原文をそのまま載せることができると思うか
7 新聞の社説の内容の一部を勝手に変えて,自分の著作物と .160 .277 -0.03102
36 して発表することは問題があると思うか 0.08709 .181 -0.002651
｢インターネット｣という言葉を知っているか .160




男 子 女 子
nO 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 国子Ⅳ 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 国子Ⅳ
41 .736 .126 .150 -0.013462 .689 0.08689 0.05510 0.01086
42 .703 .168 0.06484 0.01008 .670 .132 0.07701 0.08451
43 .662 .115 .117 0.0203469253767- 4249 .627 .120 0.08286 .204
40 .580 0.0183 .128 .550 -0.02376 0.07852 -0.01533
39 .452 .13082 0.07318 .360 .124838 .116 .1721 009055 88347 001744 -00324 -003013
18 .102 .730 0.06859 0.06668 .728 0.0413 .108
20 .155.125 .621 0.09877 -0.0653742497055 .24213 .603 0.08467 .187
2146 .51400759 0.03.129750 .431118 0.07036618 .173.160
48 .179 0.05634 .771 0.05514 .148 0.05397 .800 0.06182
47 .170 -0.006564 .724006513 0.02759 0.08282 -0.03119 .589007569 0.05965
24 .126 .100 .130 0.09230 0.04803 -0.03180
253787 0.06681 -0.0947083217015 .672 -0.01130 -0.0675810816452 -0.0813221738
0.01575 0.06703 .647 0.003543 0.08702
.337 .167 .123 .349 0.05943
.287 0.02116 -0.02491 .287 -0.03336
36 0.01200 .266 -0.02679 0.07941 .295 冒
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表10.因子分析の結果 (中学3年と高校3年)
中学3年 高校3年
nO 因子 Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ 因子 Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ
41 .773 .202 .172 -.159 0.09188 .706 .116 0.006510
42 .661 .322 .211 .196 .12270.0037 3.868256759 .748 0.02726 -0.002391
43 .683 .172 0.07382 .315 .677 0.06542 0.09021
40 .664 0.06365 .133 -0.02660 .513 ,145 0.07467
39 573 004531788996641 -005005 -00 58 4415500821775 860 8182
19 -0.07648 -.166 -0.05701 0.009670
18 0.03655 2.949 -0.05518 -0.07529
20 0.09491 0.08860 0.08819 0.05388
21468 -0.0026511642363916 .177 -.14000842733 -0.02090 .230005341122
47 .145 .596 0.04586 0.02847 .132 .748 .218
245 0.004043 .837 -0.01368 .777
-0.05501 59 -0.04741 .219 851
0.02504196579 .250 .279 .553 .177-00600928.144303341 .106002218479318271- 7823 .136 .由8
37 -.166 0.09661 .494ノ .138 .669
38 - 4286 009274 34 .2420.0418008481 51 .15900195- 6754
因子抽出法 :主因子法 回転法 :Kaiserの正規化を伴わないハ>リマックス法
これら4因子を形成する諸要因の内的構造を調べるた ､ても指導されるべきことである｡故に平成15年度よ
め質問項目を含めてクラスター分析を行った結果を図 ' り行う普通教科 ｢情報｣は,学年ごとの指導ではなく,
2に示す8㌦ これらの質問項目のうち,因子 ⅠやⅡの 年齢によらず,情報倫理は常に指導する必要があり,
事項は公民科や国語科など情報以前の倫理教育におい ｢特定の内容において指導すれば済むことではなく,
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統計値 国子 Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ
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Title:Wh attheWayofthebformationEthicsEducationinHighSchooISubject'W ormation"shouldbe.(FirstReport)
MotokoMIYAKE (ARerGraduateSchoolofOakayamaUmiversity)
Ymi YAMAGUCHI (FacultyofEconomyWakayamaUmiversity)
H打uhisaYAMAGUCI丑 (FacultyofEducationOakayamaUmiversity)
JapaneseEducationandScienceMimSbydecidedtoconductinformationeducationinJapanesehigh schoolin2003.But,
thewayandthecomientsofinformationethicseducationintheschoolcourseofstudyaren'tconductedsoprecisely･hthis
paper,tosearchthewayofinformationethicseducationinhigh schoolinformatioAlesson,aquesdonnaireonchildren'S
knowledgeandcPnsciotZsnessofinfomationethicsⅥ耶 COnducted･Thequestiomlairewasconductedtojtmiorhigh schooI
students,seniorhigh schoolstudents,anduniversitystudents.Theresultswereanalyzedbythefactoranalysisandcluster
analysis,andthedifferenceandtheintemalconditonsofthese3groups'senseofinformatione也icswerecomparedand4
factorswereabstractcdandsimulated,andthestructuralconnectionofthesementalfactorswereconsideredontologiCally.
Keywords:hformation,hformationEthicsEducation,Jtmiorngh SchooIStudent,SeniorHigh SchooIStudentulivcrsity
Student,Thefactoranalysis
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